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1 はじめに
授業や課外活動において，デジタルカメラの便利さ

は特筆すべきものがある。カメラの画質とプリンター

の性能向上，そしてデジタル処理技術によって，さまざ

まな利用方法ができるようになった。デジタルカメラ

は，観察記録として，またレポートやプレゼンの画像

として，利用価値はとても大きい。

以下に，私が最近撮影した写真を用いて，その便

利さや撮影方法などを紹介したい。

2 デジタルカメラの特性
フィルムの代わりにCCDなどを用いるため，電気

的なデジタル信号で撮影・記録でき，パソコンで画像

処理や印刷が手軽にできる。これまでの，フィルムを

買って，撮影して，現像・プリントするなどという，費

用と時間がかかる過程がかなり省略できる。

数年位前のデジタルカメラは，テレビやコンピュー

タの画面で見るだけの解像度しかなかったが，最近

はCCDが200～500万画素になり，A4版いっぱいに

印刷してもきれいに見られるようになった。

カメラ自体はやや高価であるが，フィルムや現像代

がないので，たくさん使うほど割安感があり，学校で

生徒が気軽に使うのにとても適している。特に，撮影

後すぐに画像が見られるのは，とても重宝する。

また，画像に説明を入れたり，ウェブページで公開

したり，Eメールに添付して送ったりすることも容易に

できる。

3 理科におけるデジタルカメラの撮影
方法

（1）星座の撮影

写真1は，デジタルカメラを三脚につけて，8秒間露

出して撮影したさそり座の写真である（あとで，星座

の線や説明文は，コンピュータで入れた）。街中でか

なり空が明るかったが，目で見たとおりの星が撮影で

きた。

感度を最高感度（ISO400または 800）に設定して，

ピント無限大，絞り解放（最も数値の小さい値），シャ

ッタースピードは10秒前後にして，カメラを固定してセ

ルフタイマーなどで撮影するだけで，星座の写真が簡

単に撮影できる。やや街明かりのある場所でも結構

よく写る。また，スペースシャトルなどの人工衛星の

撮影に利用することもできる。

マニュアルの設定ができないな

ど，カメラによっては天体の撮影が

難しいが，夜景モードなどを利用す

ることもできるだろう。ただし，ノイズ

が多い機種には気をつけたい。

（2）天体望遠鏡での撮影

写真2は，2001年7月5日の月食を，

生徒とデジタルカメラで撮影したも

のである。接眼鏡の後方にカメラを

固定し（安価なアダプターがある），

モニターの画面でピントを合わせ

て，セルフタイマーでシャッターを切

った。

写真3は，焦点距離の短い接眼鏡

を用いて，20cm反射望遠鏡で生徒

と撮影した月面である。目で見た感

動を記録し，とても臨場感を感じる画像になった。

CCDは35mmのフィルム面積よりも小さいので，小

さな望遠鏡でも拡大率が大きくなる。また，ズーム機

能を利用すると，さらに拡大率が増す。よって月などは，

小さな望遠鏡でも迫力ある写真が撮れる。またカメラ

の軽さは，望遠鏡への負担が小さくてすむ。

（3）マクロ撮影

写真 4は，カメラのマクロ機能を利用して，木に止

まっているセミを撮影したものである。

マクロ機能は，昆虫や花などの撮影に適している。

また，モニター画面が回転できる機能は，接写や望遠

鏡接続には非常に便利である。

ピントについては，オートフォーカス機能よりも，あ

らかじめ焦点距離をマニュアルで 2cmなどと設定し

ておいて，カメラを前後に移動したほうが，私は撮影

しやすいと思っている。

（4）拡大鏡での撮影

天体望遠鏡と同様に，顕微鏡の接眼鏡に取り付け

て，顕微鏡撮影ができる。また，カメラの前に簡単な

拡大鏡を付けた撮影方法もある。写真 5は，生徒が

採集した直径3mm程度のざくろ石（ガーネット）を，拡

大鏡で撮影したものである。数十倍程度の拡大撮影

には，こうした手軽なものを利用すると，屋外や現地

でも容易に撮影できる。この時，照明の当て方を工

夫すると，よりきれいな写真が撮れる。

（5）魚眼撮影

写真6は，空全体の雲をオプションの魚眼レンズで

撮影したものである。これまで，このような写真を撮

るためには，一眼レフカメラ用の高価な魚眼レンズを

買うか，カーブミラーなどで代用していたが，3万円程

度のデジタルカメラ用の魚眼レンズで，全天から対角

180度，そして超広角の撮影ができるようになった。ま

た，観察場所などを広いアングルで記録するのにも，

魚眼レンズは重宝する。

（6）その他

写真 7は，デジタルカメラで撮影した日中の落雷で

ある。稲妻が見えたと同時にカメラのシャッターを押

して撮影した。夜間は，あらかじめ予想した方向にカ

デジタルカメラはおもしろい！
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写真1 さそり座のデルタ星が増光したとき，すぐに自宅で撮影して説明を入れた

写真2 月は明るいので，手持ちでも容易
に撮影できる

写真4 デジカメはマクロ機能に優れてい
て，ピントの合う範囲も広い

写真5 拡大鏡をつけて撮影するときは，
三脚を利用して，光源を調節する

写真3 月面は，ズーム機能で拡大すると
迫力がある。ぶれには注意したい

写真6 夕空に浮かぶ全天に広がる波状の
雲が，魚眼レンズでよくわかる

写真7 トリミングや画像処理をして，稲妻
を見やすいようにした
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メラを向けて，バルブでシャッターを開いて写すが，

日中の成功例は少ない。フィルム代を気にせず，すぐ

に確認できるデジタルカメラは，こうした撮影にも向い

ている。ピントはマニュアルで無限大にして，すばや

くシャッターを切るのがコツである。落雷などは，2，

3度連続して同じ場所を流れることがあり，そういうと

きに写しやすい。

また，撮影した画像ファイルには日時等が記録され

ているので，あとの整理が便利である。ファイル名を

日時に変えることもできる。

4 画像処理について
デジタル写真の画質がよくなると，それだけ情報量

が多くなり（画質のよい写真は1MBを超える位になっ

てしまう），コンピュータの処理速度，メモリーやハード

ディスクの容量などを気にしなくてはならない。また，

画像処理ソフトを購入し（Photoshopの安価版など），

切り抜きやレベル補正（またはコントラストや明るさ補

正）などで，画像を補正する必要もある。

プリンターは，写真画質のものでないと，せっかく

の画像がうまく印刷できない。また用紙も，やや高価

な写真画質用のものを使用する必要がある。

5 理科教育に適したデジタルカメラ
この記事に掲げた写真（写真 8以外）はすべて，写

真8のニコンクールピクス990というデジタルカメラで

撮影した。現在はその後継機のクールピクス995と変

わったが，このシリーズのデジタルカメラが，理科教

育に最も適していると思う。他のデジタルカメラでは，

前述した各種撮影方法が困難なものがある。

写真 9の左側は，天体望遠鏡の接眼鏡に取り付け

1 はじめに
命の誕生の瞬間である「受精」，生物の観察・実験

で最も変化の激しい実験の 1つである。私たち誰も

が通ってきた道でもあり，生徒に是非体験させてやり

たい実験である。中でもバフンウニを用いた受精・発

生の観察は，精子や卵子の大きさ，卵黄の様子，卵割

の様式など，ヒトの発生との類似性から適切な教材と

して実験観察を行っている。

これまで行ってきたバフンウニを用いた実験では，

受精や一部の卵割しか観察することができなかった

が，発生はこれからが本番である。そこで，バフンウ

ニのプルテウス幼生をサンプル瓶を入れて，各自の

ポケットの中で飼育する方法で行ったところ，生徒は

大変興味を持ったようなので，紹介したい。

2 バフンウニの採集と実験準備
（1）仲間を募って冬の海で採集

三重県の高校の生物担当教員を中心に，ほぼ毎年

2月の大潮の日に，バフンウニの採集会とその実験会

を開催している。冬の海での採集はとても大変であ

るが，実験の方法などを検討する機会として 20人前

後の教員が参加している。

この採集の目的は，ウニの採集だけではなく夜の磯

採集にもある。一人では行けない夜の磯に集団で採

集に出かける。干潮面が1m近くも低く，昼には採集

できない深いところの生物も難なく見ることができる。

寒い冬の磯は，観察・採集で熱くなる。

（2）雌雄の判別・輸送

バフンウニの口器周辺の管足は，雄が白く，雌は黄

るための部品（数種類あり，2,000～ 7,000円位）と接

眼鏡である。接眼鏡を目でのぞいて対象物を確認し

て，このアダプターを付けたデジタルカメラを付けるだ

けでよい。

写真 9の中央は，このカメラ専用のテレマクロレン

ズ（商品名：テレスコマイクロ8×20D，19,800円）で，

超望遠撮影から60倍顕微鏡撮影までこなせる。野外

に出かけるときにこれをカバンに入れておくと重宝す

る。

写真9の右側は，やはりこのカメラ専用の魚眼レン

ズ（フィッシュアイコンバータFC－E8，35,000円）である。

空に向けるだけで空全体を撮影できる。また，このレ

ンズを使った写角の写真は，新鮮な驚きがあり，生徒

に好評である。

今後は，一眼レフタイプのデジタルカメラも，より安

く発売されるであろう。そうなれば，レンズを交換し

てさらにいろいろな写真が撮れる。また，500万画素

のデジタルカメラも購入してみたが，画像解像度はす

ばらしいものがある（ただし，まだアクセサリー等は少

ない）。今後の技術の発展に期待したいものである。

6 おわりに
二十数年，私は自然の写真を撮影しているが，微

妙な色合いや大伸ばしを求めるときは，今でもブロー

ニー版のリバーサルフィルムを用いるが，ふつうの写

真はデジタルカメラで十分である。速報性や自分で

行うことのできる画像処理，そしてランニングコストな

どは，デジタルカメラのほうが優位である。学校でも

デジタルカメラの購入が盛んになり，生徒が効果的な

使い方をマスターし，科学的な写真をたくさん撮って

ほしいと思う。

色い。それを利用して雌雄を判別し，海水で湿らせ

た新聞紙や海藻で雌雄を別々に包装し，クーラーボッ

クスなどに入れて輸送している。今年はインターネッ

トを通して県外の友人に発送したが，採集してから早

い時期であれば，大体全国どこにでも生きたまま送

ることができるようである。海水は実験の量にもよる

が，2Òもあれば数クラスの受精実験には十分である。

（3）後期発生用のえさの入手と飼育

原腸胚以降には，えさとして微生物（パブロバ）が必

要である。この微生物は水産試験場や水産高校で分

けてもらうことができる。この藻類は培養液を使うと，

エアレーショ

ンと光の強さ

で十分増殖す

る。当校では

右写真のよう

に ，直 管 の

20w蛍光灯を

縦に設置し，

その脇に培養

する藻類を入

れたペットボ

トルを置

き，連続

光の下で

培養して

いる。エアレーションでは，乾燥を防ぐため，エ

アポンプから一度真水の加湿タンクを通してか

ら培養タンクに通気すると，塩分濃度の変化が少

なく培養することができる。

3 受精・発生実験
受精の観察は大切であるが，いつもは目にすること

のできない精子の観察なども大切である。精巣中で

は泳がなかった精子が海水に触れた途端に泳ぎ出す

様子を見せると，生徒はとても驚く。また，針先に付

いたほんの少しの精液中に，考えられないほど多く

の精子がいることは驚きである。

写真8 このタイプのデジタルカメラが，簡単な科学写真撮影に
都合がよい

写真9 左から，天体望遠鏡の接眼アダプター，望遠拡大両用レ
ンズ，魚眼レンズである

バフンウニの受精・発生からプルテウスのポケット飼育へ
三重県立飯南高等学校教諭　川口　実

ウニの採集用具 実験中の先生方

えさの培養装置

実験・観察


